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 対象 550 例中、洞調律患者は 478 例（87%）、慢性心房細動患者は 72 例（13%）であった。心房
細動患者の基礎心疾患は、50 例（69.4%）が弁膜症、12 例（16.7%）が冠動脈疾患、8 例（11.1%）
が拡張型心筋症、2 例（2.8%）が肥大型心筋症であった。追跡調査期間は 1,192 ± 546 日であり、
追跡率は 70.1%であった。その間、心臓死が 15 例に生じたが、脳血管疾患による死亡と非心臓死
は認めなかった。一次エンドポイントのうち、心不全の増悪による死亡が 9 例（心房細動群は 4 例、
洞調律群は 5 例）、心臓突然死が 5 例（心房細動群は 2 例、洞調律群は 3 例）、急性心筋梗塞による



























































平成 26 年 2 月 5 日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明
を求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と
判定した。 
よって、著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
